Frontiers of Radiation Therapy and Oncology Vol. 13, Combined Effects of Chemotherapy and Radiotherapy on Normal Tissue Tolerance Jerome M. Vaeth (Ed.), S. Karger, Basel, New York (1979) 252 pages, 81 figures, 71 tables(BOOK REVIEW) by 内山,暁 & UCHIYAMA,KYO
〔らいぶらりい〕 
Frontiers of Radiation Therapy and 

Oncology Vol.13 

Combined E妊ectsof Chemotherapy and 

Radiotherapy on Normal Tissue Tolerance 

Jerome M. Vaeth (Ed.) 

S. Karger: Basel，New York (1979) 
252 pages，81五gures，71 tables 
本書は標題のテーマで 1978年に開催された第13回サンフランシスコ癌シンポジ
ウムの報文集である。癌の放射線療法に化学療法を併用する方法が成功するかど
うかには， それによる正常組織の障害， あるいはその耐容性の度合が大きく影響
する。本書にはこの正常組織への影響を種々の角度から検討した研究の報告が多
数集録されている。対象としては，肝，肺，消化器， 中枢神経の障害， 頭頚部の
耐容性，心臓， リンパ球造生機能への影響などが扱われている。
従来放射線療法は局所的な治療法であり， その副作用も骨髄や腸管などの全身
的なものよりもむしろ局所的で臓器に限局する障害として考えられている。 これ
に対して化学療法はその働きからみて， 広範に発生する血液の癌や， 局所にとじ
こめられずに転移をおこしたような癌に対する治療法として利用されてきており，
従って， その副作用も骨髄を含む広く全身的なものと考えられていた。 しかし化
学療法が進歩し，延命効果が得られる疾患が増えてくると， 他の治療法との併用
という目的から化学療法が見直されはじめ，骨髄障害などの急J性毒性のみならず，
慢性の毒性が問題になってきた。本書でとりあげられているものとして， アドリ
アマイシンの心臓障害， ブレオマイシンの肺障害， マイトマイシン， platinum 
化合物の腎障害， 6MP，methotrexateの肝障害などは，放射線療法にこれを併用
することで相加的あるいは相乗的に増幅される性質のものである。 その障害の度
合を定量的に測定する技術が本書に報告されているのは興味深い。 げっ歯類を用
い，ダ」ゲット臓器としての正常組織の食道，肺， 腸粘膜などに， 薬斉Ijを使わず
に放射線のみを照射したときにある種の障害をおこす線量を求め， 薬剤を加えた
ときに同様の障害がおこる線量で，この値を割ったものを DEF(dose-effect fa-
ctor)として，これが 1以上では放射線障害が薬剤併用により増強され， 1以下で
は薬剤が保護的に働くと考える方法である。 このような， 障害を定量的に扱いう
る技術は， 今後併用療法の至適条件を決めるとき， たとえば時間的スケジュ ~lレ
や，照射量と薬剤投与量の配分などの検討に有用な手段となるであろう。
アドリアマイシンの心臓障害に， 経血管性に心組織ノξイオプシーを行う技術が
臨床例92例について報告されており， 臨床的に心機能障害がおこる前の段階で薬
剤の毒性あるいは放射線との併用による障害の相乗作用を定量的に評価できるよ
うになったことはすばらしい。 この技術により，何年も以前に縦隔照射を行った
症例にその後， アドリアマイシンを使用した結果， 薬剤単独使用時よりもつよい
心筋障害が観察され，想い出し現象 (recallphenomenon)として障害の非回復を
証明している。
慢性毒性としてはこの他に免疫抑制および， 発癌性の問題がとりあげられてい
るが，これらについてはまだ今後の研究にまつものが多い。
興味をひいた内容の一部を紹介したが， 本書は癌の化学療法学者， 放射線治療
学者にとって，癌治療の最新の情報を提供してくれるものの一つである。
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